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■
児
童
福
祉
施
設
費

４
０
９
万
円

　
職
員
の
退
職
を
機
に
、
中

央
保
育
所
の
給
食
を
民
間
委

託
に
す
る
た
め
、
ス
チ
ー
ム

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
購
入
す

る
も
の
。
ま
た
、
全
４
保
育

所
に
お
い
て
ご
飯
の
提
供
を

行
な
い
完
全
給
食
と
す
る
た

め
炊
飯
器
を
購
入
す
る
も

の
。

　
給
食
の
民
間
委
託
に
つ
い

て
保
護
者
に
は
ど
の
よ
う
に

説
明
を
し
た
か
。

　
そ
の
際
に
不
安
の
声
は
な

か
っ
た
か
。
ま
た
、
質
の
確

保
が
で
き
る
か
。

　
９
月
に
、
中
央
保
育
所
の

保
護
者
の
役
員
に
説
明
。
ほ

か
の
保
護
者
に
は
、
文
書
に

よ
る
周
知
を
し
た
。
保
護
者

か
ら
は
、
特
に
不
安
の
声
は

な
か
っ
た
。

　
給
食
の
安
全
、
衛
生
、
栄

養
面
で
質
の
確
保
の
で
き
る

業
者
を
こ
れ
か
ら
選
定
す

る
。

　
民
間
委
託
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
理
由
は
何
か
。

　
職
員
の
退
職
不
補
充
を
労

使
の
間
で
決
め
て
い
た
。
業

務
の
合
理
化
を
含
め
て
、
中

央
保
育
所
か
ら
進
め
、
順
次

町
内
保
育
所
の
調
理
の
民
間

委
託
を
進
め
る
。

　
こ
の
件
は
議
会
へ
の
説
明

が
な
か
っ
た
が
、
行
政
機
構

が
変
わ
る
、
特
に
直
営
か
ら

民
営
に
代
わ
る
と
き
は
議
会

に
も
、
説
明
を
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
今
後
、
こ
の
よ
う
な
大
き

な
機
構
改
革
の
場
合
は
、
調

整
が
つ
い
た
段
階
で
、
で
き

る
限
り
早
く
議
会
に
も
報
告

す
る
よ
う
に
努
め
る
。

■
佐
賀
地
区
工
業
用
地

整
備
事
業
概
略
調
査
委

託
　
　
　 

３
６
３
万
円

 

　
企
業
や
工
場
等
の
移
転
、

誘
致
に
関
す
る
土
地
の
立
地

条
件
等
を
事
前
に
調
査
す
る

も
の
で
、
佐
賀
地
区
の
上
分
、

坂
折
、
馬
地
、
横
浜
、
大
和

田
を
予
定
し
て
い
る
。

　
県
の
２
分
の
１
補
助
を
活

用
す
る
も
の
。

　
調
査
の
場
所
や
規
模
、
移

転
や
誘
致
の
計
画
が
あ
る
の

か
。

　
具
体
的
に
ど
の
場
所
に
ど

の
企
業
が
、
と
決
ま
っ
て
い

る
段
階
で
は
な
い
。

　
仕
事
の
で
き
る
産
業
の

場
、
大
規
模
災
害
に
備
え
た

産
業
の
場
と
し
て
、
佐
賀
地

域
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の

あ
る
べ
き
姿
を
こ
れ
か
ら
描

い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
の
基
礎
的
な

調
査
と
な
る
も
の
。

■
農
業
用
施
設
災
害
復

旧
費
　 

８
７
８
０
万
円

　
台
風
14
号
関
係
で
は
、
農

地
21
件
、
農
道
・
河
川
20
件
、

そ
の
ほ
か
国
営
ヤ
モ
ウ
ヂ
団

地
調
整
池
浚
渫
工
事
で
土
砂

を
撤
去
す
る
も
の
。

■
公
共
土
木
施
設
災
害

復
旧
費

　

　

　

５
２
５
７
万
円

　
台
風
14
号
関
係
で
は
、
道

路
２
件
、
河
川
８
件
が
対
象

で
、
大
方
８
件
、
佐
賀
４
件

と
な
っ
て
い
る
。

中央保育所の給食時間の様子 ( 令和 4 年 1 月 )
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